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お世話になった宮城刑務所の皆さんにも感謝 

禪
興
寺 

住
職 

梅
澤
徹
玄 

藍
綬
褒
章
拝
受
に
際
し
、
懇
切
な
る 

賀
意
を
頂
戴
し
誠
に
有
り
難
く
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

宗
教
教
誨
は
、
罪
を
犯
し
た
人
々
の
更

生
を
後
押
し
す
る
地
味
で
目
立
た
な
い

奉
仕
の
仕
事
で
す
。 

皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
２２
年
間

に
亘
り
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

宗
教
者
冥
利
に
尽
き
る
こ
と
と
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
多
謝 

禪興寺ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

受
章
に
際
し
御
礼 
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祝藍綬
ら ん じ ゅ

褒章
ほうしょう

受章 
永年の教誨師活動に 

令
和
４
年
１１
月
３
日
に
天
皇

陛
下
か
ら
当
山
梅
澤
徹
玄
住
職
へ

長
年
の
教
誨
師
と
し
て
の
功
績
を

称
え
藍
綬
褒
章
が
授
章
さ
れ
ま
し

た
。 住

職
は
、
平
成
１２
年
（
２
０
０

０
年
）
４
月
か
ら
２２
年
も
の
間
、

宮
城
刑
務
所
で
多
く
の
受
刑
者
と

相
対
し
て
、
受
刑
者
の
心
に
寄
り

添
い
、
更
生
に
奔
走
し
、
社
会
の

公
益
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
こ
の
度
の
授
章
と
な
り
ま
し

た
。 こ

れ
か
ら
も
、
教
誨
師
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。 

国璽及び総理大臣名にて賜った賞状 

天皇陛下から藍色の褒章を授かりました。 
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大
領
毎
歳
忌 

先
住
大
雄
和
尚
七
回
忌 

本堂裏山の開山堂に登り一門集結！塔下諷経（とうあふぎん） 

令
和
４
年
１２
月
１０
・
１１

日
の
両
日
、
コ
ロ
ナ
禍
に
め

げ
ず
、
三
年
振
り
に
恒
例
の

成
道
会
・
大
般
若
祈
祷
が 

通
常
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

併
せ
て
禪
興
寺
を
法
源
地

と
す
る
開
山
法
身
性
西
禅
師

七
百
五
十
年
遠
諱
、
大
領
義

猷
和
尚
毎
歳
忌
、
先
住
大
雄

和
尚
七
回
忌
の
大
法
要
が 

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。 

本
寺
松
島
瑞
巌
寺
住
職 

起
雲
軒
老
大
師
を
導
師
に 

迎
え
、
大
領
派
寺
院
住
職
・

副
住
職
・
閑
栖
和
尚
約
三
十

名
の
他
、
部
内
寺
院
、
総
代
、

青
壮
年
部
女
性
部
役
員
、 

寺
族
の
参
列
の
下
、
粛
々
と 

法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。 

七
百
五
十
余
年
に
亘
り
、

永
永
と
受
け
継
が
れ
た
歴
史

の
重
み
を
実
感
し
、
未
来
に

繋
ぐ
責
任
を
痛
感
し
た
二
日

間
で
し
た
。 

徹
玄 

拝 

先住大雄和尚の袈裟と頂相（ちんそう） 

法

身

性

西

禅

師 

七

百

五

十

年

遠

諱 

〔寺宝〕大領義猷和尚の袈裟と法衣 

〔拈香法語〕法身性西禅師遠諱・大雄和尚七回忌（起雲軒老師）、中興開山大領忌（住職） 

ほ
っ 

 
  

  

し 

ん 
  

 

し
ょ
う 

  
 
 

さ 

い  
  

 

ぜ 

ん  
  

  

じ 

だ 
い 

  

り
ょ
う  

  

ま 

い 
  

  

さ 

い  
  

 

き 

お 

ん 
  

  

き 
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コ
ロ
ナ
禍
を
吹
き
飛
ば
せ
︕ 

令
和
４
年
１２
月
１０
日
（
土
）
本
堂
に
て
、

お
釈
迦
様
が
お
悟
り
を
開
い
た
成
道
会
と
大

般
若
祈
祷
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
過
に
よ
り
総
代
の
み
が

参
列
し
て
の
実
施
で
し
た
。
三
年
ぶ
り
に
、

本
堂
内
に
は
多
く
の
和
尚
様
方
と
檀
信
徒
、

樹
木
葬
会
員
が
参
加
さ
れ
盛
大
に
法
要
が 

大
般
若
祈
祷
＆
成
道
会 

天井が割れんばかりの大音声が響き渡ります！！ 

厳粛のうちに法要が始まりました。〔刻苦光明必盛大〕岫雲軒老大師 

営
ま
れ
ま
し
た
。 

ね
ん
ご
ろ
に
祈
祷
さ
れ
た
大
般
若
札
は
、
年

頭
に
総
代
よ
り
全
檀
家
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
一
年
間
の
檀
家
皆
様
の
家
内
安
全
、 

一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。 
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う  
  

  
  

ど  

う  
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熱弁に 750 年の歴史が目の前で甦った!? 

涅
槃
会
は
、
お
釈
迦
様
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
こ
と
を
悼
ん
で
行
わ
れ
る
行
事
で
す
。 

令
和
５
年
２
月
１８
日
法
要
に
引
き
続
き
当
山
開

山
法
身
性
西
禅
師
七
百
五
十
年
遠
諱
に
ち
な
み
、

師
の
生
涯
を
学
ぶ
特
別
講
演
を
実
施
し
ま
し
た
。 

講
師
の
熱
の
こ
も
っ
た
お
話
に
聴
衆
一
同
す
っ

か
り
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。 

次
回
は
大
領
義
猷
和
尚
に
つ
い
て
伺
い
た
い
で

す
ね
。 

講師を中心に参列者一同パチリ！副住職は瑞巌寺へひた走り!? 

明治時代の檀信徒が寄進した涅槃図に一礼 

行事前本堂掃除後のひと休み イチゴ頬張る！ 

涅
槃
会
�
法
身
性
西
禅
師
七
百
五
十
年
遠
諱
講
演 

講
師
�
瑞
巌
寺
学
芸
員
葦
航
寺
住
職
堀
野
真
澄
師 

ね 
 

は  

ん 
 

え 
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プロフィール 

ちゃずさん 

イラストレーター。鮮やかな色彩が特徴的。

奄美群島加計呂麻島に移住中に著書のエッ

セイ漫画「夫とちょっと離れて島暮らし」を

出版。（ワニブックス）同じタイトルのドキ

ュメンタリー映画が全国各地で上映される。 

 

牧岡奈美さん（埼玉在住） 

奄美シマ唄の唄者で、ラジオパーソナリティ

や奄美観光大使も務める。18 歳の時に奄美

民謡大会で最高賞の大賞を受賞。 

鹿児島県民謡王座決定戦大会で 3 年連続優

勝。名人位を受賞。 

 

石井シンタロウさん（広島在住） 

奄美大島出身の友人から南西諸島の民謡を

勧められ奄美シマ唄を知り、奄美群島の言葉

や独自の風土、文化に衝撃を受け独学でシマ

唄を学ぶ。 

 

七ツ森樹木葬のイメージイラストを描いたちゃずさんによるライブペイントと奄美民謡の 

牧岡奈美さん、石井シンタロウさんによるコラボイベントが開催されます。in 岫雲の森 

み

ん

な

で

来

て

け

ろ

！ 

 
 

降誕会・子育て水子地蔵 予告 

1 



清浄山禪興寺 花園会青壮年部・女性部会報 

  6 

 

岸壁前から遂ケ倉山が！ 本堂脇から臥雲（がうん）の森を望む 

本堂前にてホッと一息 

 

今
後
の
行
事
予
定 

◎
５
月
19
日
（
金
） 

子
育
て
水
子
地
蔵
祭
り 

花
祭
り
・
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
＆ 

奄
美
民
謡
コ
ン
サ
ー
ト 

◎
期
日
未
定 

青
壮
年
部
・
女
性
部
総
会 

◎
８
月
１１
日
（
祝
日
・
山
の
日
・
金
） 

盂
蘭
盆
施
餓
鬼
会 

◎
８
月
１３
日
（
日
）
�
１５
日
（
火
） 

盆
棚
経 

編
集
後
記 

昨
年
秋
に
松
島
瑞
巌
寺
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
で
光
の
回
廊
を
拝
観
し
ま
し
た
。 

元
気
に
な
る
不
思
議
な
感
覚
で
し
た
。 

お
寺
の
行
事
の
取
り
組
み
は
コ
ロ
ナ

禍
で
ま
ま
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

お
寺
全
体
を
活
性
化
す
る
た
め
に
も

ご
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

の
上
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
に
負
げ
で
ら
ん
ね
！ 

         

 

広
報
部 

部 

長 

相
澤
敏
晴 

副
部
長 

佐
藤
彰 

部 

員 

早
坂
妙
子 

小
川
弘
吉 

令
和
４
年
１１
月
９
日
健
康
つ
く
り

隊
吉
田
の
事
業
で
「
ウ
�
ー
キ
ン
グ
＆

芋
煮
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
和
町
保
健
推
進
員
会
長
の
相
澤

さ
だ
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
吉
田
地
区
の

皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
吉
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
禪
興
寺
ま
で
の

約
２
ｋ
ｍ
の
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。 

禪
興
寺
に
到
着
す
る
と
な
ん
と 

素
晴
ら
し
く
紅
葉
し
て
い
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

住
職
の
粋
な
計
ら
い
で
岫
雲
の
森

に
て
予
定
に
は
な
い
見
学
を
さ
せ
て

も
ら
い
、
樹
木
葬
の
説
明
を
頂
き
ま
し

た
。 芋

煮
を
作
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
か

ら
「
ま
だ
帰
っ
て
こ
な
い
の
？
」
と 

連
絡
が
あ
っ
た
ほ
ど
話
は
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

天
気
も
良
く
、
暖
か
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
良
い
一
日
で
、
皆
さ
ん
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。 

早
坂
妙
子 

発
行 

禪
興
寺
花
園
会
青
壮
年
部
・
女
性
部 

広
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話
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二
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二
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六
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健
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吉
田 

榧ノ木のご感想は電子メールでも受け付けております。 info@zenkoji-jyumokusou.com 

小坊主？遼（はる）修行中 


